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安全で快適にお使いいただくために  （必ずお読みください） 
このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
このマニュアルでは、誤った取り扱いによる事故を未然に防ぐための注意事項を説明していま

す。絵表示の意味をよく理解した上でお読みください。 
 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う可能 
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性が想定される内容を示しています。 

を無視して誤った取り扱いをすると、人体が傷害を負う可能性又は物

 警告 

この表示
的損害の発生が想定される内容を示しています。 

お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区別し、説明しています。 
この絵表示は気を付けていただきたい「注意喚起」の内容です。 

 注意 
この絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。 

 

全てに共通の取り扱いについて 
湿気・ほこりの多い場所での使用は避けてください。 
ほこりや水分が入り、故障・火災・感電の原因となることがあります。 
本機の取り扱いについて 
● 本機は、精密部品で作られた電子機器及び無線通信機器です。 
  分解・改造はしないで下さい。事故や故障の原因となります。 

 注意 



 
 
 
■ 本機の取り扱いについて 
人命にかかわるような極めて高い信頼性を要求される用途には、 
ご使用にならないで下さい。 
● 電波が届くか届かない曖昧な範囲ではご使用にならないで下さい。 
 

■ 電源の取り扱いについて 
AC アダプタ・電源コードの発熱、損傷、破損、発火などの防止のため、次のことは必ずお守
りください。 
● ACアダプタ・電源コードを火に近づけたり、火の中に入れないで下さい。 

ACアダプタ・電源コードが破裂・発火して事故の原因になります。 
● ACアダプタ・本体は、破損・発火事故防止のため、指定された電源電圧 
以外では使用しないで下さい。 
● 濡れやすい場所で、ACアダプタ・本体を使用しないで下さい。 
  発熱・発火・感電などの事故や故障の原因となります。 

 ● 濡れた手で ACアダプタ・本体・電源コード・コンセントに触れないで下さい。 
  感電などの事故の原因となります。 
● 電源コードを破損させないで下さい。 
  ショートや発熱により、火災や感電の原因となります。 
● 電源プラグにほこりが付着したままで使用しないで下さい。 
 ショートや発熱により、火災や感電の原因となります。 
● ACアダプタに強い衝撃を与えないで下さい。 
  事故や故障の原因になることがあります。 
● ACアダプタの変形などに気づいたら、使用しないで下さい。 
  事故や故障の原因になることがあります。 
● 引火性ガスが発生する場所では、本体を使用しないで下さい。 
  発火事故などの原因になります。 
● 絶対に ACアダプタを分解しないで下さい。 
事故や故障の原因になることがあります。 

■ 使用中に異常が発生したときは 
 火災・感電などの原因となりますので、電源プラグをコンセントから抜いて販売店又は弊社

宛修理を依頼して下さい。 
● 煙が出たり、変な臭いがするときは使用を中止し、直ちに電源プラグをコンセント 

から抜いて販売店又は弊社宛修理を依頼してください。 
● 電源コードが傷んだら使用しないで下さい。 
 そのまま使用すると火災や感電の原因になります。 

 
 
 
 

！  

！ 警告   



 
 

製造番号ラベル記載内容のご説明 
 
 
 
    型名 
 
  製造番号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弊社ロゴマーク 
 送信周波数記号表示    ＩＤ番号 
  Ｒ２ ： ２５９．５５ＭＨｚ  出荷時設定の場合捺印 
  Ｒ４ ： ２５９．６５ＭＨｚ 
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１．概要 
 
 この度は、トルクレンチ用無線機器「ＴＷ－５１０Ｔ」をお買い上げ頂き、誠にありが

とうございました。 
この取扱説明書は、「ＴＷ－５１０Ｔ」（以下ＴＷ－５１０Ｔと表記）をお使いいただく

ために必要な内容を述べてあります。ご使用の前にお読みいただき、正しくお使いくださ

い。 
 
 ＴＷ－５１０Ｔはリミットスイッチ（ＬＳ）付きトルクレンチに搭載しトルクレンチの

締め付け完了信号を弊社製ＴＷ－＊＊＊Ｒの各シリーズに送信することができます。 
 本機は、２６０ＭＨｚ帯の高性能微弱無線送信機を使用しているため、ノイズに強く信

頼性の高いシステムが構築できます。 
 
 
＜ 特徴 ＞ 

● 本機は、ＴＷ－２００Ｔの後継機として外形寸法の小型化を目的として設計

されています。 
● 現在使用中のリミットスイッチ（ＬＳ）付きトルクレンチを簡単に無線式に

変更可能です。 
● コンパクト設計で、電源はコイン型リチウム電池１個です。 
● 無線の免許、資格は必要ありません。 
● ノイズの少ない２６０ＭＨｚ帯の微弱電波を利用しています。 
● アンテナ内蔵のため、操作性に優れています。 
● ポリカーボネイト樹脂ケースを使用しているため、耐衝撃性・耐防塵性・耐

オイルミスト性に優れています。 
● ８ビットのＩＤで設定・識別出来るため、複数台の装置を使用することが出

来ます。 
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２．仕様 
 

 項  目 仕  様 備  考 

２５９．５５ＭＨｚ Ｒ２  ※１ 
１ 周波数 

２５９．６５ＭＨｚ Ｒ４  ※１ 

 ２ 電波の強さ ３ｍの距離における電界強度が

５００μＶ／ｍ以下 微弱電波 

 ３ 変調方式 直接変調による２値ＦＳＫ  

 ４ 通信方式 単向通信  

 ５ 送信データ １４ビット／フレーム 
約７フレーム／ショット  

リミットスイッチ ×１ SS-01GL（OMRON社製） 
６ 入力 

テストスイッチ  ×１  

７ 通信距離 半径約１０ｍ程度 ※２ 

 ８ 動作保証温度 ０～５０℃  

 ９ 電源 コイン型リチウム電池 
CR2032（３Ｖ） ×１  

１０ 電池寿命 約２５万ショット １秒間隔送信時 

１１ １ショット時間 約２７０ｍsec  

１２ アンテナ 内蔵  

１３ ＩＤ設定 ８bit ディップスイッチ  

１４ 表示 バッテリーチェックＬＥＤ  

１５ 外形寸法 ３４×７１×１７．５ mm ４．項参照 

１６ 重量 ４０ｇ 送信機（台座・リミットスイ

ッチ・電池を含む） 
 
※１ Ｒ２，Ｒ４いずれかの周波数を使用します。 
  （製造番号ラベル表記） 
※２  電気溶接機等輻射ノイズの多い所では通信出来ない場合があります。 
    また、お使いの周辺環境によっては、電波の反射等の影響により、デットポイン

トが生じて、通信が途切れる場合があります。その場合は、受信機側にダイバシ

ティー（ＴＷ－＊＊＊ＲＤ）をご使用頂くことをお薦めします。 
 
 



 3

３．各部の名称 
 
 
 
  製造番号ラベル 
 

ケース止めネジ     テストスイッチ 
 
 
 
 
 
 

    バッテリーチェック窓 
 
 
 
 
 
 
 レンチ取り付けネジ 
 
 

リミットスイッチ（ＳＳ－０１ＧＬ） 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 



 4

３．各部の名称 
 
 

シリコンコーキング  製造番号 ＩＤ設定用ディップスイッチ 
         電池ケース 
 
 
 
 
 
 
 

塵混入防止用パッキン     電池(CR2032) 
 
 
 
 
 
       ケース固定爪 
 
 
 
 
 
 台座  ガード     電池押さえ 
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４．寸法図 
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５．トルクレンチへの取り付け方法 
 
  ５－１． 準備 
 １） 取り付けに必要な部品のチェック 
 
 
 
 
 リミットスイッチ（ＬＳ）付きトルクレンチ本体 （ユーザー様にてご用意） 
 注）トルクレンチの機種によっては、送信機が取り付かない場合があります。弊社営業までご相談下さい。  

 
 送信機本体及び付属品一式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電池（ＣＲ２０３２） ×１  取り付けネジ×４   
      （Ｍ４×Ｌ５）   

 
 
 ２） 取り付けに必要な工具等 
  ・六角レンチ  ： サイズ １．５ｍｍ 
  ・プラスドライバ  ： サイズ ＃２ 
  ・ネジロック剤 

・ピンセット（先端の鋭い物） 
 

台座 ×１（電池押さえ付き）

送信機本体 ×１ 
（リミットスイッチ付き）

止めネジ×１ 
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５．トルクレンチへの取り付け方法 
 
 ３） カバーとリミットスイッチの取り外し 
 
 
 
 
 
      ② 六角穴付きボルト２本を取り（※１） 
       リミットスイッチを取り外してください。 
 
 
 
 
 
 
 
  ① 止めネジ４本を取りカバーを取り外してください。 

※１ 六角穴付きボルト（座金付き）２本は使用しますからなくさないでください。 
トルクレンチに標準装着されていたリミットスイッチは電流容量が異なり

ますので使用しないでください。 
 
 
 
 
 
  溶接ビート 
 
  ③ トルクレンチの台座が平らであることを確認してください。 
    台座から溶接ビートなどが突出している場合は削るなどして下さい。 
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５．トルクレンチへの取り付け方法 
 
  ５－２． 取り付け 

１） 台座の取り付け 
・ 台座を４本の取り付けネジで固定します。 
・ オイルミストの多いところでご使用の際は、レンチ台座と台座の間、及び

レンチシャフトとレンチ台座の隙間にコーキング剤等を充填すると内部基

板の保護に有効です。 
 

  
  ビスの先端２～３山に 
  ネジロック塗布 
 
 
 
 
 
 

２） ＩＤ設定 
    ６．項「ＩＤの設定」を参照下さい。 
 

３） 送信機リミットスイッチを２本の六角穴付きボルト（取り外した物）で固

定します。 
 レンチを動作させた時、レンチ内部のレバーの可動範囲がスイッチの動作

範囲と適合していることを確認して下さい。 
      六角穴付きボルトは座金が必要です。 
 
      六角穴付きボルトの先端２～３山に 
      ネジロック塗布 
 
 
 
 
 
 
       レンチレバー 
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５．トルクレンチへの取り付け方法 
 
  ４） 送信機本体を台座のケース固定爪に引っ掛け、リミットスイッチの線材を挟み

込まないよう、ケースをしっかり押さえ込みながら止めネジで固定します。 
 
 
 
 
 
         ケース固定爪 
 
 
 
 
 
 
＜リミットスイッチ取付上のご注意と確認方法＞ 
トルクレンチのレバー動作範囲が小さい場合、リミットスイッチを叩くことができず送信

機が発信しないことがあります。リミットスイッチ取付にあたっては十分注意して行って

下さい。また、テスターを利用して取付状態を確認することをお勧めします。 
 

１． レンチを使用ニュートン値にあわせる。 
２． リミットスイッチをレンチに仮止めする。 
３． レンチソケット勘合部をバイス台にくわえる。または固定されたボルト等

を回せる様にする。バイス台にくわえる場合はレンチを破損させないよう

注意すること。 
４． リミットスイッチにテスターを接続する。（＋）（－）は下図の通り 
５． レンチのリミットが働く位置までレンチを動かし、リミットスイッチが確

実に入る位置で六角穴付きボルトを固定する。レンチには概ね２組の取付

穴があり、すなおに着く方を選択する。六角穴付きボルトは M2 でありリ
ミットスイッチの取付穴はφ2.35 ですのでこの差の分で斜め着けで調整す
る。レバーを曲げて調整しないでください。レバーの位置はトルクが働い

た時、水平以上押し込まない位置で調整。 
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５．トルクレンチへの取り付け方法 
 

６． その状態で受信し正常に出力するか確認する。なおレバー位置が押し込ま

れすぎないか再度確認する。 
７． TW-510T のケースをかぶせ、受信機が正常に受信するか確認する。 
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６．ＩＤの設定 
 
  ６－１． ＩＤの表示方法 
  ＩＤは通常１０進法で呼称しますが、設定時は２進数に直した値でディップスイッ

チにて設定します。 
下図は、ディップスイッチの各ビットを１０進数に変換した場合を示します。 

 
      ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
 
  設定例：ＩＤ ５ 
 
 
 
 
   ビット ビットの重み １０進数 

１  ２０＝   １ 
２  ２１＝   ２ 
３  ２２＝   ４ 
４  ２３＝   ８ 
５  ２４＝  １６ 
６  ２５＝  ３２ 
７  ２６＝  ６４  ＯＮになっているビットを加算しま

 ８  ２７＝ １２８  例：１，３がＯＮ １＋４＝５ 
 
  ＩＤ設定の例を下図に示します。 
 
 
 
ＩＤ ０    １    ２    ３    ４ 
 
 
    ・・・・・・・・ 
 
ＩＤ ５    ６  ・・・・・・・・    ２５４    ２５

設定出来るのは８ビットなので、０～２５５迄の２５６通りとなります。 
  １０進数と２進数の変換表が付録に記載してありますので、ご参照下さい。 

 
ＯＮ
す。 

５ 
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６．ＩＤの設定 
 
  ６－２． ＩＤの設定 
 
 送信機本体の止めネジを抜いて台座から取り外します。 
 
 ６－１項の表示方法に従って送信機のＩＤを変更します。 
 受信機側も同一設定であることを確認してください。 
 ディップスイッチのレバーを、ピンセットの先などで切り替えします。 
 

ご注意： ディップスイッチは破損しやすい為、切り替え時に無理な力が加わら

ないようにして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      組み立てる前にテストスイッチを押し 

ますと、送信テストが出来ますので、受信機 
とＩＤが一致しているか確認出来ます。 

     （７．１項参照） 
 

設定が終了しましたら、５－２項の「取り付け」を参考にして、送信機本体をト

ルクレンチに取り付けて下さい。 
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７．使用方法 
 
  ７－１． 送信機のテスト 
 

送信機のテストスイッチをボールペンの先などで押すことにより、バッテリーチェ

ック及び通信テストを行う事が出来ます。 
 
・ 送信機のバッテリーチェック窓からＬＥＤの点灯を確認して下さい。 
・ テストスイッチを押している間ＬＥＤが点灯しない場合、もしくは点灯して

もすぐに消えてしまう場合は、電池が消耗しています。 
電池（ＣＲ２０３２）を交換して下さい。 

・ バッテリーチェックは、その日の作業終了後に行うことをお奨めします。 
・ テストスイッチを押している間は連続送信しますので、受信機との通信確認

（出力端子・ブザーの鳴動）が出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＬＥＤ点灯確認 
 
       ボールペン等で押す 
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７．使用方法 
 
  ７－２． 動作タイミング 
 

リミットスイッチ／送信機の動作タイミングを下図に示します。 
 
＜リミットスイッチ＞ 

リミットスイッチは確実にＯＮにして下さい。（１０ｍｓ以上） 
 
 
 
 
 
 
 
   約 350ms以上 ※1 
      間隔を約 10ms 以上開けて下さい 
 
＜送信機＞ 
 
 
 
 
 
 
      約 270msの間電波を発射します ※2 
 
 

※１ 受信機側のダブルカウント防止時間以上の間隔が必要です。 
受信機には、リミットスイッチの誤作動による二重カウントを避けるため、

ダブルカウント防止時間を設けています。 
ダブルカウント防止時間の詳細については、各受信機の取扱説明書をご参

照下さい。 
※２ 送信時間は、電池電圧や周辺温度により、±１０％程度の誤差が生じます。 

 
 

ＯＮ ＯＮ ＯＮ 
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７．使用方法 
 
  ７－３． 電池交換 
 
 送信機本体の止めネジを抜いて、台座から取り外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜電池を外す時＞ 
電池を①の方向に押しながら、②の方向に取り出して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   ＜電池を入れる時＞ 

電池を①の方向から挿入しながら、②の方向に押し込み、③の方向に戻して装着 
    して下さい。 
 
 
 
 
 リミットスイッチは取り外す必要はありません。 
 コードの断線にご注意下さい。 
 
 

① 

①

② 

② 

③ 
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７．使用方法 
 

新しい電池（ＣＲ２０３２）と古い電池を入れ替え、送信機本体をケース固定爪

に引っ掛け、リミットスイッチの線材を挟み込まない様にしてケースを押さえな

がら止めネジで固定します。 
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８．使用上の注意 
 

・ 本機は精密電子機器です。過度の衝撃を加えないで下さい。 
・ ケースに強い衝撃を加えると傷が付いたり破損したりしますので、取り扱い

にご注意下さい。 
・ 電池交換の際は、電池ホルダーの爪を折らないよう、無理な力を加えないで

下さい。 
・ 本機を台座に取り付ける際は、リミットスイッチの線材（コード）を挟み込

まない様にして下さい。断線の原因になります。 
・ テストスイッチを押す時は、ピンセットやボールペンの先などをお使い下さ

い。また、強い力で押すと故障の原因になります。 
    ・ 内部の改造は、絶対行わないで下さい。 
 
■無線通信の信頼性について 
無線通信は有線通信と異なる性質があり、下記要因により通信エラーを発生することがありま

す。 
・通信距離を越えてしまっている。 
・デッドポイントに入ってしまっている。 
・強い妨害電波がある。 

頻繁に妨害される場合、また、妨害されることが運用上問題である場合は、使用を中止し妨害の

原因を排除してからご使用下さい。 
また、上記要因以外にも電波を受信できない状況が発生することがありますので、予めご理解の

上、御使用下さい。 
※デッドポイントとは、送信機から発信された電波が壁などで反射された電波に影響され電波が

極端に弱くなる範囲のことです。 
 
同じチャネル（周波数）の送信機２台以上から同時発信*した場合、受信機で受信できな
い場合があります。無線伝送している周波数の干渉による現象のため、ＩＤ設定を異なる

設定にしても同症状を解決することはできません。 
上記のような運用が想定される場合は、チャネル変更等により対応する必要がありますの

で弊社営業部までご相談下さい。 
*：ここで言う同時発信とは約０．５秒以内に同時に発信することをさします。 
 

本機の送信チャネルは１波のみで出荷時固定となります。送信機と違うチャネルの受信機

では信号は受信することができません。 
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９．故障と思う前に 
 
本機が動作しない、通信出来ない場合は、以下の点をご確認下さい。 

 
□ 電池が消耗していませんか。 
→テストスイッチを押し、バッテリーチェックＬＥＤの点灯をご確認下さい。 

 
□ 周波数、もしくはＩＤが受信機の設定と異なっていませんか。 
 →受信機の周波数とＩＤをご確認下さい。 

 
□ 電波の到達範囲外で使用していませんか。 
→電波の到達する範囲でご使用下さい。（半径１０ｍ程度） 

 
□ トルクレンチを動作させた時、リミットスイッチがレンチ本体内部のレバーの可

動範囲からずれていませんか。 
→リミットスイッチの取り付け状態を再度ご確認下さい。 

 
  □ テストスイッチを押すと通信出来るが、レンチに取り付けて通常使用した場合に

通信出来ない。 
    →リミットスイッチが故障していないかご確認下さい。また、リミットスイッチ

の線材が断線している可能性があります。 
 
□ 電波のデットポイントが生じていませんか。 
→ご使用環境によっては、通信が出来ないデットポイントが生じている可能性が

あります。使用場所周辺の建物や障害物などによっても変化します。その場合

は、受信機の位置を変えたり、受信機をダイバーシティー受信機（TW－＊＊＊
RD）にしたりする事をお薦めします。弊社営業部までお問い合わせ下さい。 

 
□ 使用場所周辺でノイズが発生していませんか。 
→特定の機械が動作する時に通信出来ない場合は、それら機器から発する輻射ノ

イズの影響が考えられます。それらの機器から十分離してお使い下さい。 
また、周波数を変更したり、ダイバーシティーにしたりすることで改善する場

合もあります。 
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１０．オプション 
 
送信機のオプションとして保護カバーケース（有償）があります。 

 
型式  ＴＷ－５１０Ｃ－１   ＴＷ－５１０Ｃ－２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ≒３８mm     ≒４５mm 
 
 
 
 
 
 材質 ： 軟質透明塩ビ 
 寸法 ： 参考値 
 
 ＜取り付け例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≒
３
６

m
m

 

≒
３
９

m
m

 

≒
６
８

m
m
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付録 ＩＤ設定一覧表 
ＩＤ番号  DIP SW １～８ ＩＤ番号  DIP SW １～８ ＩＤ番号  DIP SW １～８ ＩＤ番号  DIP SW １～８  ＩＤ番号  DIP SW １～８ 

0 ００００００００ ５２ ００１０１１００ １０３ １１１００１１０ １５４ ０１０１１００１ ２０５ １０１１００１１

１ １０００００００ ５３ １０１０１１００ １０４ ０００１０１１０ １５５ １１０１１００１ ２０６ ０１１１００１１

２ ０１００００００ ５４ ０１１０１１００ １０５ １００１０１１０ １５６ ００１１１００１ ２０７ １１１１００１１

３ １１００００００ ５５ １１１０１１００ １０６ ０１０１０１１０ １５７ １０１１１００１ ２０８ ００００１０１１

４ ００１０００００ ５６ ０００１１１００ １０７ １１０１０１１０ １５８ ０１１１１００１ ２０９ １０００１０１１

５ １０１０００００ ５７ １００１１１００ １０８ ００１１０１１０ １５９ １１１１１００１ ２１０ ０１００１０１１

６ ０１１０００００ ５８ ０１０１１１００ １０９ １０１１０１１０ １６０ ０００００１０１ ２１１ １１００１０１１

７ １１１０００００ ５９ １１０１１１００ １１０ ０１１１０１１０ １６１ １００００１０１ ２１２ ００１０１０１１

８ ０００１００００ ６０ ００１１１１００ １１１ １１１１０１１０ １６２ ０１０００１０１ ２１３ １０１０１０１１

９ １００１００００ ６１ １０１１１１００ １１２ ００００１１１０ １６３ １１０００１０１ ２１４ ０１１０１０１１

１０ ０１０１００００ ６２ ０１１１１１００ １１３ １０００１１１０ １６４ ００１００１０１ ２１５ １１１０１０１１

１１ １１０１００００ ６３ １１１１１１００ １１４ ０１００１１１０ １６５ １０１００１０１ ２１６ ０００１１０１１

１２ ００１１００００ ６４ ００００００１０ １１５ １１００１１１０ １６６ ０１１００１０１ ２１７ １００１１０１１

１３ １０１１００００ ６５ １０００００１０ １１６ ００１０１１１０ １６７ １１１００１０１ ２１８ ０１０１１０１１

１４ ０１１１００００ ６６ ０１００００１０ １１７ １０１０１１１０ １６８ ０００１０１０１ ２１９ １１０１１０１１

１５ １１１１００００ ６７ １１００００１０ １１８ ０１１０１１１０ １６９ １００１０１０１ ２２０ ００１１１０１１

１６ ００００１０００ ６８ ００１０００１０ １１９ １１１０１１１０ １７０ ０１０１０１０１ ２２１ １０１１１０１１

１７ １０００１０００ ６９ １０１０００１０ １２０ ０００１１１１０ １７１ １１０１０１０１ ２２２ ０１１１１０１１

１８ ０１００１０００ ７０ ０１１０００１０ １２１ １００１１１１０ １７２ ００１１０１０１ ２２３ １１１１１０１１

１９ １１００１０００ ７１ １１１０００１０ １２２ ０１０１１１１０ １７３ １０１１０１０１ ２２４ ０００００１１１

２０ ００１０１０００ ７２ ０００１００１０ １２３ １１０１１１１０ １７４ ０１１１０１０１ ２２５ １００００１１１

２１ １０１０１０００ ７３ １００１００１０ １２４ ００１１１１１０ １７５ １１１１０１０１ ２２６ ０１０００１１１

２２ ０１１０１０００ ７４ ０１０１００１０ １２５ １０１１１１１０ １７６ ００００１１０１ ２２７ １１０００１１１

２３ １１１０１０００ ７５ １１０１００１０ １２６ ０１１１１１１０ １７７ １０００１１０１ ２２８ ００１００１１１

２４ ０００１１０００ ７６ ００１１００１０ １２７ １１１１１１１０ １７８ ０１００１１０１ ２２９ １０１００１１１

２５ １００１１０００ ７７ １０１１００１０ １２８ ０００００００１ １７９ １１００１１０１ ２３０ ０１１００１１１

２６ ０１０１１０００ ７８ ０１１１００１０ １２９ １００００００１ １８０ ００１０１１０１ ２３１ １１１００１１１

２７ １１０１１０００ ７９ １１１１００１０ １３０ ０１０００００１ １８１ １０１０１１０１ ２３２ ０００１０１１１

２８ ００１１１０００ ８０ ００００１０１０ １３１ １１０００００１ １８２ ０１１０１１０１ ２３３ １００１０１１１

２９ １０１１１０００ ８１ １０００１０１０ １３２ ００１００００１ １８３ １１１０１１０１ ２３４ ０１０１０１１１

３０ ０１１１１０００ ８２ ０１００１０１０ １３３ １０１００００１ １８４ ０００１１１０１ ２３５ １１０１０１１１

３１ １１１１１０００ ８３ １１００１０１０ １３４ ０１１００００１ １８５ １００１１１０１ ２３６ ００１１０１１１

３２ ０００００１００ ８４ ００１０１０１０ １３５ １１１００００１ １８６ ０１０１１１０１ ２３７ １０１１０１１１

３３ １００００１００ ８５ １０１０１０１０ １３６ ０００１０００１ １８７ １１０１１１０１ ２３８ ０１１１０１１１

３４ ０１０００１００ ８６ ０１１０１０１０ １３７ １００１０００１ １８８ ００１１１１０１ ２３９ １１１１０１１１

３５ １１０００１００ ８７ １１１０１０１０ １３８ ０１０１０００１ １８９ １０１１１１０１ ２４０ ００００１１１１

３６ ００１００１００ ８８ ０００１１０１０ １３９ １１０１０００１ １９０ ０１１１１１０１ ２４１ １０００１１１１

３７ １０１００１００ ８９ １００１１０１０ １４０ ００１１０００１ １９１ １１１１１１０１ ２４２ ０１００１１１１

３８ ０１１００１００ ９０ ０１０１１０１０ １４１ １０１１０００１ １９２ ００００００１１ ２４３ １１００１１１１

３９ １１１００１００ ９１ １１０１１０１０ １４２ ０１１１０００１ １９３ １０００００１１ ２４４ ００１０１１１１

４０ ０００１０１００ ９２ ００１１１０１０ １４３ １１１１０００１ １９４ ０１００００１１ ２４５ １０１０１１１１

４１ １００１０１００ ９３ １０１１１０１０ １４４ ００００１００１ １９５ １１００００１１ ２４６ ０１１０１１１１

４２ ０１０１０１００ ９４ ０１１１１０１０ １４５ １０００１００１ １９６ ００１０００１１ ２４７ １１１０１１１１

４３ １１０１０１００ ９５ １１１１１０１０ １４６ ０１００１００１ １９７ １０１０００１１ ２４８ ０００１１１１１

４４ ００１１０１００ ９６ ０００００１１０ １４７ １１００１００１ １９８ ０１１０００１１ ２４９ １００１１１１１

４５ １０１１０１００ ９７ １００００１１０ １４８ ００１０１００１ １９９ １１１０００１１ ２５０ ０１０１１１１１

４６ ０１１１０１００ ９８ ０１０００１１０ １４９ １０１０１００１ ２００ ０００１００１１ ２５１ １１０１１１１１

４７ １１１１０１００ ９９ １１０００１１０ １５０ ０１１０１００１ ２０１ １００１００１１ ２５２ ００１１１１１１

４８ ００００１１００ １００ ００１００１１０ １５１ １１１０１００１ ２０２ ０１０１００１１ ２５３ １０１１１１１１

４９ １０００１１００ １０１ １０１００１１０ １５２ ０００１１００１ ２０３ １１０１００１１ ２５４ ０１１１１１１１

５０ ０１００１１００ １０２ ０１１００１１０ １５３ １００１１００１ ２０４ ００１１００１１ ２５５ １１１１１１１１

５１ １１００１１００                 

 １：ＯＮ  ０：ＯＦＦ で表示してあります      

 


